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Ⅰ．はじめに
　今世紀初頭における世界的な課題の一つに、国
境を超えた人の「移動」の問題がある。国連の推
計によると、1970年に8200万人だった世界の移民
の数は2005年には２億人に増加し、世界の人口の
約３％を占めるようになった。もちろん、日本も
例外ではない。1970年頃までの日本への移住者の
大半は、オールドセトラーと呼ばれる戦前や戦中
の朝鮮半島からの移住者であり（渡戸, 2002）、そ
の数も毎年微増程度であった。しかし、日本の経
済発展に伴い、ニューカマーと呼ばれる移住者た
ちがさまざまな国から日本にやってきて生活する
ようになり、日本で生活する外国人の数は大幅に
増加するようになった。ニューカマーの移住では、
まず1970年代に中国からの帰国者とその家族、イ
ンドシナ難民、興行ビザのフィリピン女性など
の流入が起こった。続いて1980年代の日本経済の
本格的なグローバル化によって、大都市では欧米
あるいはアジアからのビジネスマンが増加した
が、ニューカマーの流入が本格化したのは1980年
代後半のバブル期である。この時期に、アジア各
地からの留学生や非正規の外国人労働者が増加し
た。そして、日本への外国人の流入が飛躍的に増
加するようになったのが1990年代である。日系人
の単純就労を認めた1990年の「出入国管理及び難
民認定法」の改定によるラテンアメリカからの日
系人の流入に加え、1989年の「研修」という在留
資格の創設とその後の要件緩和、1990年前後から
の国際結婚数の増加、1990年代後半からの留学生
数の再増加などがその要因としてあげられる。ま
た人数は限定されているものの、経済連携協定に
基づく外国人看護師・介護福祉士の受け入れが、
2008年にインドネシアとの間で、2009年にはフィ
リピンとの間で始まった。このように、日本で生
活する外国籍の住民（外国人登録者）の数は、過
去３年間はリーマンショックなどによる世界的な
不景気によりやや減少したが、2011年末の時点で
213万4,151人となっており、その数は10年前に比
べると約1.3倍で、長期的には増加傾向にある（法
務省, 2011）。
　こうした外国人登録者の増加に伴い、日本で
生活する外国にルーツを持つ子どもたちも増加
している。2011年の15歳未満の外国人登録者数は
182,988人であり（法務省, 2012）、父母のいずれ
かが外国人の出生児数は集計が始まった1987年の
17,596人から2008年の38,032人へ増加し、2008年
の日本の出生数の3.4％を占めるようになってい
る（山内，2010）。また、文部科学省（2012）の「学
校基本調査」によると、2010年５月１日時点で日
本全国の公立の小学校、中学校、高等学校、中等
教育学校及び特別支援学校に在籍する外国人児童
生徒数は74,214人であり、そのうち日本語指導が
必要な生徒が28,511 人もいるとされている。この
日本語指導が必要な生徒数は、2001年と比較する
と1.5倍以上に増加している。こうした状況から、
外国にルーツを持つ児童の日本社会における適応
に関する関心が高まるとともに（アジア・太平洋
人権情報センター , 2011；移住者と連帯する全国
ネットワーク, 2012）、こうしたテーマに関する調
査が近年増加している（例：本間, 1996；岩木・
井上, 2101；金, 1996；上野, 2003）。
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　しかし、成人を対象とした調査とは異なり、子
どもを調査対象として調査データを収集するには
特別な配慮や工夫が必要である。特に、言語や文
化の違いをもつ外国にルーツを持つ子どもを対象
に調査する際には、こうした努力は不可欠である。
そこで、本論文では、　こうした子どもたちに対
する調査の必要性が高まってきている背景を簡単
に説明したうえで、子どもに対する調査において
注意しなければいけない点や子どもに有効な調査
手法について考察する。そして、われわれが実際
に外国にルーツを持つ子どもたちに実施した参加
型調査の事例を基に、こうした子どもたちに対し
て視覚的手法を用いた参加型調査を実施する有効
性と限界について議論する。
Ⅱ．外国にルーツを持つ人たちが直面する課題
　外国にルーツを持つ子どもたちに対する調査方
法について議論する前に、この節ではこうした子
どもたちに対する調査の必要性が日本で高まって
きている背景である、彼（女）が日本社会の中で
直面する課題を見ていく。
１）外国にルーツを持つ人たちが直面する課題
　日本に移住してきた外国人の多くは、日本社会
で直面する「言葉の壁」、「制度の壁」、「心の壁」
などが原因で、日本社会の中でさまざまな課題に
直面する（田村, 2000）。まず家庭内の問題として
は、日本人男性との国際結婚が多いフィリピンや
中国からの女性たちの中には、DVなどの夫婦間
トラブルや離婚に関する問題に直面している人が
少なくない（花崎, 2003；林田・片岡, 2008；カラ
カサン, 2006）。また、子育て中の外国人の母親は、
日本人の母親と比較して、出産･育児に対する不
安、育児法の違い、家族間の葛藤などにより、精
神的健康度が低いという報告もある（今村・高橋, 
2004）。さらに住居に関する問題として、入居拒否、
不当な賃貸契約、住環境の水準の低さなども指摘
されている（小菅, 1996）。
　家庭外の課題としては、医療機関に関する情報
不足、機関利用におけるコミュニケーション問
題、医療システムや価値観の相違による問題、さ
らには健康保険未加入者に対する緊急医療問題な
どがある（井野, 1996；田嶋, 1995）。一方、労働
に関しては、雇用主による外国人労働者の健康保
険未加入、正当な賃金の不支払い、労災への未加
入・不適用、危険な労働への従事、不当解雇といっ
た差別がある。さらに、社会保障・医療に関して
は、先ほどの健康保険未加入の問題に加え、生活
保護や年金の受給資格などに関する問題が指摘さ
れている（鄭, 2009；金, 2007；永井, 2005；大窪, 
2001；朴, 2002）。
２）外国にルーツを持つ子どもが直面する課題
　先述した外国にルーツを持つ人たちが直面する
課題は当然その子どもたちにも影響を与えている
のだが、外国にルーツを持つ子どもたちは子ども
固有の課題にも直面している。それは、保育園や
小中学校におけるコミュニケーションの問題や生
活習慣・文化の相違に伴う問題にはじまり、日本
語能力や母語の維持、無国籍の問題、アイデンティ
ティ形成、就学・進学の問題、学齢超過、さらに
は不就学やそれから派生する非行問題など、その
内容も幅広い（網野, 2001；大場・民秋・中田・
久富, 1998；移住者と連帯する全国ネットワーク, 
2012；坂井, 1995；都築, 2001）。
　家庭における子どもの課題としては、ニューカ
マーの多くの外国人の親が生活を安定させること
に精一杯であり、生活習慣、文化、価値観、言語、
カリキュラム内容が異なる日本社会で教育を受け
る子どもへのケアが十分にできないという現状が
ある（岩木・井上, 2010）。また、日本で幼少期か
ら育った子どもの場合には、日本を母国として内
面化しつつ、もともとの母国のアイデンティティ
を維持するという葛藤を抱えるケースも多い。
　学校における課題としては、日本の通常学校で
は外国にルーツを持つ生徒へのサポートが不十分
な場合が多く、子どもが学校にうまく適応できな
いというケースが少なくない。これは、先述の
親に生活の余裕がないということ、また学校と保
護者とのコミュニケーションギャップということ
も深く関連している。こうした状況もあり、ブラ
ジル人学校のような母語で母国のカリキュラムに
沿って教育する学校に通うケースもあるが、高額
な学費の問題に加え、学校と家庭では母国の文化、
それ以外は日本社会という深刻な文化的ギャップ
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を引き起こしているという指摘もある（岩木・井
上, 2010）。
Ⅲ．外国にルーツを持つ子どもたちに関する
調査方法
　日本社会で生活する外国にルーツを持つ子ども
たちの増加に伴い、こうした子どもたちが直面す
るさまざまな課題に焦点を当てた調査研究も近年
増加しており、その調査手法もさまざまである。
ここでは、こうした日本における外国にルーツを
持つ子どもたちが抱える課題に焦点をあてた調査
に関して、データ収集のソース別にどのような調
査手法が用いられた先行研究があるのかを整理す
る。
１）２次データにもとづく調査
　外国にルーツを持つ子どもたちの直面する課題
を明らかにする調査研究の中には、既存の調査
や関連機関の所有するデータをもとにしたものが
ある。たとえば、鍛冶（2012）の調査報告では、
2005年の国勢調査のデータをもとに、日本におけ
る外国にルーツを持つ子どもたちの人口規模と家
庭環境を分析し、彼（女）らの経済力や就学率の
低さの課題を浮き彫りにしている。
　一方、NPOや相談機関のケース記録などの質
的データを活用した事例研究も多くある。たとえ
ば、外国人相談を行っている支援機関のケースに
基づき、中島（2011）は外国にルーツを持つ子ど
もたちが直面する在留資格や国籍にまつわる課題
を指摘しているし、岩木・井上（2010）は日系ブ
ラジル人の子どもの発達課題を明らかにし、その
心理支援の在り方を示唆している。
２）関係者からのデータにもとづく調査
　保護者、先生、あるいは日本人のクラスメイト
などを対象にした調査から、外国にルーツを持つ
子どもたちの直面する課題を明らかにする調査も
多くある。量的調査の例としては、外国にルーツ
を持つ子どもやその保護者との交流や彼（女）ら
に対する意識について日本人の生徒やその保護者
に対して実施したアンケート調査（本間, 1996； 
小内, 2001）や、日系ブラジル人児童の保護者を
対象に実施した子どもの教育や進路に関するアン
ケート調査（小野寺, 2001）などがある。
　質的な調査の例としては、外国にルーツを持つ
子どもの保護者およびその子どもたちが通う学校
の教師に対するインタビューによって、こうした
子どもたちの教育的な課題や親の願望を通して、
子どもたちの「居場所」の重要性を明らかにした
調査（福山, 2010）などがある。
３）外国にルーツを持つ子どもたちからのデータ
にもとづく調査
　言語や文化の障壁に直面する外国にルーツを持
つ子どもたち自身から収集したデータにもとづく
調査も多く存在する。アンケート調査を活用した
例としては、小学５年生から中学２年生のブラジ
ル人学校の生徒を対象に進路や日本人との交流の
実態を明らかにした調査（小野寺, 2001）や、集
住地域とそうでない地域に住む中学１、２年生の
在日コリアンに対する調査から民族文化的環境や
民族的アイデンティティの差異を明らかにした調
査（金, 1996）などがある。
　一方、参与観察を中心とするフィールドワーク
をもとにエスノグラフィーなどの質的な手法を用
いて外国にルーツを持つ子どもたちの課題を調査
する研究も多い。たとえば真鍋（2001, 2007）は、
外国にルーツを持つ子どもたちを教える先生と、
研究者というダブルロールによる参与観察を通
して、こうした子どもたちの文化的アイデンティ
ティの形成に関するエスノグラフィーを実施して
いる。
４）研究テーマによる調査手法の選択
　ここまで見てきたように、外国にルーツを持つ
子どもたちに関する調査方法にはさまざまなもの
があるが、当然調査テーマによって用いられる方
法が規定されてくる。人口や居住地域、社会・経
済的状況などの客観的な状況の分析の際には、２
次データにもとづく調査は有効であろう。一方、
関係者からのデータにもとづく調査では、関係者
の外国にルーツを持つ子どもたちに対する意識や、
こうした人たちの目から見た外国にルーツを持つ
子どもたちの課題に関して分析することはできる
だろう。
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　しかし、外国にルーツを持つ子どもたち本人た
ちの視点による課題を明らかにしていくためには、
やはり当事者たちからデータ収集するのが最適で
あろう。しかし、言語や文化の異なるこうした子
どもたちを対象にした調査ではもちろん、日本人
であっても子どもを対象にした調査に関しては注
意が必要である。次節では、子どもに対して調査
を実施する際の注意点、およびその手法について
考察する。
Ⅳ．子どもに対する調査方法と注意点
　子どもを調査対象者として調査を実施する際に
は、上記で議論した調査テーマとともに、子ど
もをどのような存在であるかという認識の仕方に
よっても、使用される調査方法が変わってくる。
一般的に、調査対象者としての子どもの認識の仕
方としては、子どもを大人と同等にみなす見方と、
大人とはまったく異なる調査対象グループだとみ
なす見方がある（Punch, 2002）。大人と変わらな
いという見方の場合は、大人に対する調査と同じ
手法を用いて調査する。先に紹介したアンケート
調査（小野寺, 2001）のように、一定の年齢に達
した子どもたちを対象とする場合には、大人を
対象としたときと同じ調査手法を用いることが有
効なこともある。しかし、低年齢の場合や言語
能力によってアンケート調査が難しい場合も多い
し、質的なインタビュー調査の場合には、研究対
象者である子どもと、成人の調査者との間に年齢
差や世代差による縦の力関係が存在するので、調
査の中で子どもが自由に自分を表現できなくなっ
てしまう可能性が高い（Mauthner, 1997；Punch, 
2002）。
　これに対して２つ目の見方は、子どもは成人の
研究対象とは異なるという見方に基づくもので、
こうした認識に基づく調査者は、子どもの世界や
見方を理解するにはエスノグラフィーのような調
査方法がもっとも適切な手法であるとみなすこと
が多い。しかし、エスノグラフィーでは、対象者
が子どもであろうが大人であろうがあろうが、長
時間にわたる繰り返しの参与観察やインタビュー
が必要となる。しかし、成人の調査者が完全に子
どもに帰って、子どもの世界に溶け込むことは
不可能だという指摘もある（Fine & Sandstrom, 
1988 ; Hill, 1997）。
　そこで本節では、子どもに対して調査を実施す
る際の注意点を議論したのち、こうした議論にも
とづいて適切な調査手法の可能性を議論していく。
１）子どもに対する調査の注意点
　Punch（2002）は、大人を対象とするときと比
較して、子どもに対する調査が異なる点とその原
因を７つに分けて整理している。
①　調査者自身の視点を強いてしまう可能性
　子どもであろうが大人であろうが、質的調査に
おける注意点は、調査者の視点を強いてしまわな
いこと、対象者が自由に自分の意見を表現するよ
うに促すことである。しかし、子どもに対する調
査で難しいのは、調査者が子どもの世界を完全に
理解することである。調査者は自分自身がかつて
子どもであったこと、また日頃子どもと接するこ
とがあることから、自分が子どもを理解できると
勘違いしてしまう。その結果、自分が理解してい
ると思い込んで、子どもたちの独自の視点を理解
しようという視点に欠けてしまうことがある。ま
た、大人中心の社会の中で暮らしている子どもた
ちは、自分たちの視点を自由に表現することを恐
れたり、そう出来たとしてもそれを大人が真剣に
取り上げてくれない経験をしている。こうした状
況において、子どもが自由に視点や意見を表現す
るためには、参加型開発の手法であるPLAや参
加型アクションリサーチが有効であると指摘され
ている。こうした手法は、単に子どもが自由に表
現できる情報収集の手法として優れているだけで
なく、そのプロセスにおける社会や意思決定への
参加を通してエンパワメントの効果もあるとされ
ている（Hart, 1997；PLA Notes, 1996）。
②　信頼性と妥当性
　子どもは往々にして調査の中で嘘を言ったり、
現実と空想の世界が混じりあったりすることがあ
るという指摘がある。しかし、これは何も子ども
に限ったことでなく、１）辛いテーマに関する話
を避けるため；２）調査者の聞きたいと思うこと
を話そうとするため；３）恐れ、恥ずかしさ、あ
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るいは調査者に好印象を与えるため、という３つ
の理由により、研究対象者は調査の中で嘘をつく
可能性がある。
　また、子どもは「…だよね？」、「…でしょう？」、
「…じゃない？」といったように、調査者の肯定
を求める質問に対して影響されやすいことや、閉
じられた質問を繰り返しされると大人より内容を
変更しやすい傾向にあることが指摘されている
（菱川, 2011）。
　こうしたことを防ぐためには、子どもと調査者
の間の信頼関係の構築が重要となってくるが、子
どもの場合は、大人の調査者との間の縦の力関係
が強くなってしまうので、特に注意が必要であ
る。大人がコントロールする社会で暮らす子ども
は、一般的に大人を喜ばそうとしたり、大人の反
応を過度に気にする傾向がある。したがって、研
究対象者である子どもたちと長時間かけてしっか
りと信頼関係をつくることが重要である。
③　言語の明瞭さ
　大人に対する調査でもそうだが、子どもに対す
る調査では特に調査ツールとして使用する言語の
明瞭さはとても大切である。特に年齢の小さい子
どもや外国にルーツをもつ子どもは使用できる
単語数に限りがあるので、年齢や能力に応じた調
査手法の選択が重要となってくる。年齢が高い子
どもは大人と同様の質問票やワークシートを用い
ることが可能であるが、小さい子どもの場合には、
お絵かきなどの芸術的な手法が有効だとされてい
る。
④　調査セッティング
　大人と同じように、子どもにとっても調査が行
われる状況も考慮する必要がある。調査セッティ
ングは、子どもたちに主導権がない大人のスペー
スであることが多い。たとえば学校という場所は、
子どもたちにとって慣れ親しんだ学びの場所であ
るが、実際には大人たちが管理している場所であ
る。したがって、学校での調査では、子どもたち
は「正しい」答えを出さなければいけないという
プレッシャーを感じる可能性があることを、調査
者は認識すべきである。また、インフォームド・
コンセントに関しても、学校という状況下では、
「不参加」を選択することを躊躇させてしまう可
能性があることを認識しておくことが大切である
（Mauthner, 1997）。
　一方、子どもたちの慣れ親しんだ場所での参与
観察は、子どもにとってより安心できる手法であ
ることが多い。しかし、子どもにとって慣れた環
境が、必ずしも子どもにとって自由に表現できる
場所であるとも限らない。なぜなら、見ず知らず
の調査者の来訪によって、子どもたちは自分たち
の領域を侵されていると感じるかもしれないから
である。特に思春期の若者などを対象とする場合
には、プライバシーの問題は特に繊細であり、家
族がそばにいるかどうかで発言内容が異なる可能
性があることを、調査者は心に留めておく必要が
ある （Mauthner, 1997）。このように、子どもに
対する調査では、調査セッティングに特に繊細な
配慮を払う必要がある。
⑤　信頼関係の構築
　調査対象者との信頼関係構築は、大人であろう
が子どもであろうが重要であるが、調査者の多く
は子どもとの信頼関係構築に慣れていない。子ど
もを見下さないようにすることはもちろん重要だ
が、普段子どもと接することのない調査者にとっ
ては、子どもとの信頼関係構築のきっかけとなる、
自分と子どもたちの間の共通点を見つけたり、子
どもに受け入れられる態度や行動をとることが難
しい。効果的なのは、子どもたちのルールに従っ
て、子どものレベルに応じて行動することである。
⑥　分析
　調査の中でどのデータが使用されるべきかの選
択やデータの解釈は、すべて大人である調査者が
行うことが多い。子どもの語ることを、大人の世
界観を通して解釈したり、分析することになって
しまう可能性を、調査者は常に意識しておことが
大切である。
⑦　適切な調査手法の使用
　子どもを対象に調査を実施する場合、子供向け
の手法、つまり身近なものや子どもの関心の高い
ものを描いてもらうなど、子どもが「楽しめる」
手法を選択することが望まれる。なぜなら、１）
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子どもは楽しい技法を望むし、集中力の維持が短
い子供にとってはその方が有効である；２）大人
中心の社会で暮らす子どもにとっては、大人と同
等に扱われる経験に乏しく、見知らぬ大人と１対
１で話すことに恐れを感じる可能性がある、から
である。したがって、子どもが有する特定の能力
を活かせる手法や、子どもが関心を持つような方
法によってデータ収集することが有効だとされて
いる。
２）子どもに有効な調査方法
　ここまで見てきたように、子どもに対する調査
の際の注意点にもとづいて考えてみると、子ども
を大人と同等にみなし大人に対する調査で一般的
に用いられているような量的調査、あるいはイン
タビューを中心とする質的な調査方法を用いるこ
とは、必ずしも適切とは言えない。また、子ども
を大人と全くことなる存在として認識して用いら
れるエスノグラフィーなどの参与観察を中心とし
た方法も、常に適切な手法だとはいえないことが
わかる。
　こうした状況から、Jamesら （James, Jenks & 
Prout, 1998）は、調査における子どもの３つ目
の見方として「子どもは大人と異なった能力を
有している存在」とみなし、その能力に応じた
調査手法を用いるべきだとしている。具体的には、
絵、写真、日記、文章完成、ワークシート、さら
には参加型開発で用いられているPLAやPRAな
ど、子どもたちが主体的に参加でき、課題や作
業をこなす手法が、子どもにとって有効だとして
いる（Hart, 1997; Punch, 2002; 清水, 2011; White, 
Bushin, Carpena-Mendez & Ni Laoire, 2010）。参
加型手法は、子どもたちが自分自身のやり方で表
現することができる方法だからである。また、課
題や作業を行ってもらうような子どもの関心を引
き付ける手法を用いることで、子どもたちも大人
の調査者に対して打ち解けて本音を語りだすため、
インタビューを併用することも可能となる。
３）視覚的手法を用いた外国にルーツを持つ子ど
もに対する調査
　こうした参加型調査法の中でも、特に絵や写真
を用いた視覚的な手法は言語や読み書きの能力に
制限されることがないので、外国にルーツを持つ
子どもたちの経験や考えを表現することができる
手法だといえるであろう。
　お絵かきは、子どもにとって創造的で楽しい手
法であるため、子どもたちが調査に積極的にかか
わるようになる（Punch, 2002）。お絵かきは、内
容を途中で変えたり、描き足したりすることが可
能なので、調査者の質問に対して即答しなければ
いけないインタビューとは異なり、子どもたちが
自分のペースや方法で自分を表現することが可能
である。
　一方、写真を撮ることも子どもたちにとっては
楽しい活動であり、自分のペースで表現できる方
法である。子どもにカメラを渡して写真を自分で
撮ってもらうことによって、何を撮るか撮らな
いかの決定権を子どもに与え、調査プロジェクト
の内容や方向性の主導を子どもの手に委ねること
が可能となり、それによって子どもと調査者の間
の信頼関係の構築もスムーズに行える（White et 
al., 2010）。たいていの子どもがすぐに写真の撮り
方の基本的な技術を身につけることができるし、
お絵かきよりも才能に左右されることなく、対象
物を捉えることができる。また、お絵かきの場合、
多くの子どもが同じ部屋で描く場合が多く、描く
テーマがまわりの子どもの作品に影響されてしま
うことがある。これに対して、写真の場合は各自
が自宅や外で撮影することが多いため、そうした
影響を受けることが少ない。
　欧米では外国にルーツを持つ子どもたちを対象
にした視覚的手法を用いた調査が実施され、移
民の管理体制、構造的人種差別、いじめ、ギャン
グ、文化、孤独、ホームシックといった問題を写
しだすことに成功している（Clark-Ibanez, 2004; 
Mand, 2012; Streng, Rhods, Ayala, Eng, Arceo & 
Philipps, 2004；Warwick, Neville & Smith, 2006）。
たとえば、Whiteら（2010）は、アイルランド人
の子どもとアイルランドに移住してきた外国に
ルーツを持つ子どもを対象に、写真とお絵かきを
用いた参加型調査を実施している。この調査の中
では、どちらのグループも家族を写すケースが多
いが、外国にルーツを持つ子どもの方が直近の家
族のみを写す傾向が強いということ以外、子ども
たちが撮影するものにあまり大きな違いはなく、
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その原因を世界規模のブランド戦略などの都市に
おけるグローバライゼーションの影響だと分析す
る一方、視覚的手法を用いた調査は母語が異なる
子どもや話す能力は有していても読み書きが苦手
な子どもを対象にした調査には有効な手法である
と結論付けている。
Ⅴ．日本で外国にルーツを持つ子どもに実施
した写真を用いた参加型調査の事例
　日本でも、外国にルーツを持つ子どもたちに対
する視覚的手法を用いた参加型調査が、少しずつ
ではあるが行われるようになってきている。たと
えば、日本でも、ブラジル人児童の学校適応に関
する調査（小西・稲垣, 2012）の中では、自由画
が活用されている。この調査の中では、ブラジル
人児童が12枚中10枚に家族を描いていることから、
家庭が児童にとって最も楽しい場所であること、
また家族だけの絵から友だちも含まれた絵へと時
間の経過とともに変化したことから順調に友人関
係を構築していることを、参与観察の結果と合わ
せて確認し、お絵かきが外国にルーツを持つ子ど
もに対する調査手法として有効であるとしている。
　一方、外国にルーツを持つ子どもに対して写真
を用いて参加型調査をした事例はないが、日本人
の子どもの危険や不安認知の構造の把握を目的と
する調査（岡本・林・藤原, 2008）の中で写真が
活用されており、子どもに対するこの手法の有効
性が確認されている。ここでは、筆者らが日本で
生活する外国にルーツを持つ子どもたちを対象に
試験的に実施した写真を用いた参加型調査の事例
をもとに、こうした子どもたちに対する調査にお
けるこの手法の有効性を議論する。
１）調査の概要
　本調査は、NPO団体が運営する外国にルーツ
を持つ子どものための日本語、学校の教科、そし
て母語の学習支援の教室の夏休みのプロジェクト
として、2011年８月に実施したものである。外国
にルーツを持つ子どもたちの視点からみた日本社
会での生活を明らかにするとともに、この団体が
所在する地域で毎年10月に開催されるお祭りで写
真展を開催して地域の人たちにこうした子どもた
ちの存在や想いを理解しもらうこと、さらにその
プロセスを通して子どもたちにエンパワメントの
機会を提供することを目的に、この団体の教室に
通っている幼稚園から中学生までの27名に参加し
てもらって実施した。
　調査方法としては、写真を用いた参加型調査
であるフォトボイス（Blackman, 2007；Wang, 
1999；Wang & Burris, 1994 & 1997）が使用され
た。このフォトボイスでは、研究対象者自身にカ
メラを渡し、自分の写真（フォト）に撮影者自身
が語り（ボイス＝説明文）を加えた作品を作成し
ていくことで、以下のような目的を達成すること
が可能であるとされている。
　１）参加者に、コミュニティの強さと課題を記
録し、考察してもらう機会を提供
　２）写真に関するグループでのディスカッショ
ンを通して、個人的そしてコミュニティの
課題に関する批判的な対話や知識の創造
　３）写真作品を活用しての政策立案者に対する
ロビー活動
　４）自己成長を促す臨床的な効果
　５）職業訓練として生計手段の提供
　このフォトボイスの手法に基づき、本調査では
８月中に３回のワークショップを子どもたちに対
して開催した。その中では、写真の魅力の説明に
始まり、基本的な使い捨てカメラの操作、そし
て実際に撮り方の練習、試し撮りなどを行ったの
ち、本番用の使い捨てカメラを渡して、ふだん遊
んでいる場所、家族、食べ物、大事にしているも
の、風景などそれぞれが気に入ったものを撮影し
てもらい、お祭りの写真展用に１～４枚の写真を
選択してもらって組み写真の作品を完成させた。
２）フォトボイス作品から見えてきたこと
　子どもたちが制作した写真作品を見てみると、
一番多かったのが家族をテーマにした作品であっ
た。組み写真のタイトルにも、「僕の家族」、「私
の家族」、「家族の絆」、「楽しい家族」といったも
のがならび、やはり子どもたちにとって家族が大
きな位置をしていることがわかる。小学３年生で
あるインド系シンガポール人の男子の「自分の家
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族」という写真には、自宅の壁に飾られた家族の
集合写真が写されており、「大の仲良し家族です。」
という語りが付されている。家族につづいて多
かったのが、友人に関するものである。たとえば、
アルゼンチン人の小学３年生の女子の「３人」と
題された写真には、「友だちと３人で一緒に、“は
い、ポーズ”。思い出です。」とあるし、フィリ
ピン人の中学１年生の女子の「ともだちからのお
てがみ」という作品には「授業中に書いている手
紙。小学校からの友だちからのもらったもの。こ
れからも仲良くしたいな。」と記されている。また、
夏休みの思い出や子どもたちが大事にしているも
のや好きなものを写した作品も多かった。夏休み
の思い出としては、バーベキュー、花火、虫取り、
遊園地、川遊びなどの場面が多く、大切なものと
してはiPad、好きなサッカー選手の本、誕生日プ
レゼントにもらったハローキティの時計、ペット
（ハムスター、金魚、クワガタなど）、サッカーボー
ルなどが写されていた。
　これらの作品は、必ずしも外国にルーツを持つ
ことを感じさせない作品であり、日本社会の中で
生活する外国にルーツを持つ子どもたちが、日本
社会の中で年齢に応じた生活を送っていること
が確認できた。こうした「ルーツ」を感じさせな
い作品が大半を占める一方、数としては少ないが、
子どもたちの「ルーツ」や彼（女）らが日本社会
で置かれている現状を示す作品も確認できた。
　たとえば、南米系のダブルの小学１年生の男子
がポルトガル語の教科書を写した「勉強中で～
す」というタイトルの作品には、「ポルトガル語、
ガンバリます。大きくなったら、セレソン（各国
のスポーツの代表チームの意）になるから！」と
いう語りが付されており、将来母国を代表して活
躍することを夢見て、日本においても母語を一生
懸命習得しようとするこの子どもの想いが伝わっ
てくる。また、アルゼンチン人の小学３年生の女
子の「ASADO（アルゼンチン料理の一種である
牛肉の炭火焼きの意）」という作品には、「アル
ゼンチン風バーベキュー la same de les（牛肉）、
chorizo（ピリ辛ソーセージ）。豪華でしょ？とっ
てもおいしかった～！」という語りがついており、
彼女が日本社会の中でも自分たちの文化を楽しん
でいることがわかる。さらに、「離れていて会え
なかったりするけど、me familia（私の家族の意）
は最高、だいすきです!!友だちもね！」という語
りがついている南米系ダブルの小学４年生の女子
の「楽しい家族」と題された組み写真や、「家か
ら見た空は、スペインの空といっしょ！とてもき
れいな空はつながっているのかな？」という語り
のついたヨーロッパと南米のダブルの幼稚園年長
の女の子の「そら」と題された作品から、こうし
た子どもたちが、母国から遠く離れた日本で生活
しながらも母国のことや母国の家族に想いを馳せ
ていることが伝わってくる。
３）フォトボイスを通しての参加者の変化
　フォトボイスのような参加型調査の目的の一
つは、その調査プロセスを通して参加者のエン
パワメントを達成することである（Kemmis & 
MaTaggart, 2005；Kemmis & Wilkinson, 1998）。
今回のフォトボイスでも、外国にルーツを持つ子
どもたちに、自分たちの想いを写真を使って自由
に表現できる機会、そして写真展を通してその
作品を多くの人に見てもらう機会を設けることに
よって、エンパワメントを目指した。
　実際、プロジェクト終了後に、教室でそれぞれ
の子どもたちを担当する各先生に行ってもらった
子どもたちに対するインタビュー結果では、「写
真の撮り方を学べてよかった」や「写真に関心を
持つようになった」という意見が多く、参加者が
フォトボイスの経験を非常に前向きにとらえてい
ることが確認できた。たとえば、インド系シンガ
ポール人の小学３年生の男子は「楽しかった。写
真を撮るのが楽しかったのでまたやりたい。自
分の好きなものをかっこ良く撮ることができて
大満足」と言っているし、南米系ダブルの小学３
年生の男子は「写真展に参加すると聞いて恥ず
かしかったけど、実際に出来上がった自分の作品
をみてうれしかった」と感想を語っている。さら
に、ブラジル人の小学４年生の男子は「自分の写
真のまわりに見に来てくれた人が感想のコメント
カードをいっぱい貼ってくれていたので、（それ
を見た）お母さんが喜んでくれたのでうれしかっ
た」と、写真展で自分の作品に多くの人が肯定的
なコメントをしてくれたこと、さらにそのことを
母親が喜んでくれたために、非常にうれしく自信
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になった様子が伝わってくる。
　こうしたフォトボイスを通した肯定的な経験
は、その後の教室での態度についても肯定的な変
化（エンパワメント）を起こしていることが、教
室で子どもたちを担当している以下の各先生方か
らのコメントからも確認できる。たとえば、フィ
リピン人の小学３年生の女子を担当している先生
は「Ａは恥ずかしがり屋で反対のことを言ってみ
たり、素直な気持ちを言わなかったりしていた
けど、フォトボイスをしたあとの最近は前よりも
素直に思うことをいうようになった気がします」
と、その変化を感じ取っている。この女子自身
も、「（フォトボイスは）楽しくて、もっとやりた
い。写真の面白さがわかった。写真展にたくさん
の人が見に来てくれてうれしかった」と感想を述
べており、こうした肯定的な経験が自信になって
いることがわかる。また、「ワークショップに参
加して『意外と』楽しかった。写真展に多くの人
が見に来てくれてうれしかったし、やってよかっ
た。写真が好きになった」と感想を述べていた男
子を担当する先生は、「フォトボイスに参加する
ことにより、本人の思考が前向きになってきた感
じがする」と、この男子の変化を感じ取っている。
さらに、「自分の大切なものを、（写真展をとおし
て作品をみてもらい）お母さんにわかってもらえ
てうれしかった」と感想を言っていた南米系ダブ
ルの小学１年生の男子を担当する先生も、「教室
にきていても勉強をしたり、椅子にすわる時間も
短くて集中できなかったが、自らが考えて写真を
とったり作品を作っていく事のおもしろさを体験
したことで、何でも興味を示せるようになりつつ
あります」と、この男子の小さな変化を察知して
いる。
　このように、外国にルーツを持つ子どもたちに
とって、写真という視覚的手法を用いた参加型調
査が子どもたちが積極的に参加できるものであり、
自分たちの想いを自由に表現してもらう手法とし
て有効だということが確認できたとともに、その
プロセスが参加者の子どもたちのエンパワメント
を引き起こす可能性を秘めていることがわかった。
Ⅵ．おわりに
　本稿では、外国にルーツを持つ子どもたちを対
象にした調査における注意点を整理するとともに、
フォトボイスの調査事例を紹介しながら、こうし
た子どもたちに対しては視覚的手法を用いた参加
型調査が有効であることを議論してきた。
　フォトボイスを開発したWangら（Wang & 
Burris, 1997）は、写真を調査に用いることのメ
リットを以下のようにあげている。
　•普段、影響力を持たない人たちの視点からの
世界観を知ることができる
　•社会の中のもっとも脆弱な人たちや、読み書
きできない人たちでも、使い捨てカメラの使
い方さえ習得できれば参加可能
　•参加者各自が好きな場所で自由に写せるので、
さまざまな社会的状況や行動的状況の情報収
集が可能
　•カメラや写真は多くの人にとって魅力的なも
のなので、多くの人の「参加」を促すことが
可能
　•写真をとることによって、被写体の人からコ
ミュニティの情報を撮影者が学ぶことが可能
　•写真を被写体や知人に渡すことによって感謝
され、人間関係を深める効果
　•コミュニティの課題だけでなく、資源も明ら
かにすることが可能
　•写真を用いた議論のなかで、課題の優先順位
づけや解決法の話し合いが促進され、ソー
シャルアクションを喚起
　こうしたフォトボイスのメリットに照らし合わ
せて考えてみても、日本社会のなかで言語や文化、
あるいは年齢といったさまざまな壁に直面しなが
ら暮らし、なかなか自分たちの声を表現する機会
を与えられていない外国にルーツを子どもたちを
対象にした調査では、こうした手法が効果的だと
いうことがわかる。
　海外で外国にルーツを持つ子どもたちを対象に
視覚的な参加型調査を実施したWhiteら（2010）
も、子どもは単純に写真やお絵かきといった視覚
的手法に関心を持つし、読み書きや口頭での表現
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が不要な活動を通して自分を表現することが可能
となり、伝統的な１対１のインタビューが抱える
問題を克服することができるとしている。さらに、
お絵かきや写真は、調査のプロセスの主導を子ど
もたちに渡すことができるので、子どもたちの
ペースでコミュニケーションをとることが可能と
なるとともに、調査者との間の信頼関係構築にも
役立つ。
　しかし、こうした視覚的な参加型調査を子ども
たちに適用する限界もある。たとえば、子どもた
ちは集中力の持続時間が短いため、計画通りに調
査を進行しづらいことや、子どもたちに調査の主
導を委ねるということと限られた期間に調査を終
了しなければいけないという時間的な制約の板挟
みになることなどがあげられる。特に今回のフォ
トボイスの調査では、夏休みのプロジェクトとし
て実施して10月の写真展までに作品を仕上げなけ
ればいけないことと、子どもたちが学校からの夏
休み課題を教室でこなさなければいけないという
時間的な制約があった。こうした状況から、子ど
もたちとすでに信頼関係が構築できている教室の
先生方にフォトボイスのファシリテーターの補助
として手伝っていただいたり、各子どもたちへの
インタビュアーになっていただいたりするなどの
配慮を行った。さらに、子どもたちの調査参加へ
の動機づけのために、子どもとかかわることに慣
れている外部ファシリテーターにアイスブレーク
や、ワークとワークの間に簡単なゲームを実施し
てもらい、子どもたちの集中力が維持するよう試
み、一定の効果を上げることができた。
　それでも、特に年少の子どもたちにとっては大
人数で長時間共同で作業することは大変であっ
た。海外の調査事例（Mand, 2012；White et al., 
2010）でも、子どもを対象にした参加型調査にお
ける時間的な制約や、調査の進行の難しさが指摘
されている。Whiteら（2010）は、自分たちが実
施した調査をふりかえり、調査プロセスの秩序が
きちんと守られていたわけではなく、どちらかと
いうと混乱状態であったことを認めている。そし
て、限られた時間内に、限られたスペースで多く
の子どもたちと作業することは時には非常に困難
であったとしている。われわれのフォトボイスを
用いた調査でも、それぞれが制作した作品をもと
にしたグループディスカッション（インタビュー）
を当初予定していたが、人数が多くて実施が不
可能だと判断して、担当の先生による個別インタ
ビューに切り替えることを余儀なくされた。こう
したことを考えると、参加する子どもの特性に合
わせた時間的に余裕のある調査計画を立てるとと
もに、参加人数に関しても十分に配慮することが、
視覚的な参加型調査を子ども、特に外国にルーツ
を持つ子どもたちに実施する際の成功の鍵となっ
てくると考えられる。
付記：本稿は、科学研究費補助金（課題番号：
23530790）の助成を受けて行った調査の成果の一
部を元に作成されたものである。
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Using participatory research for a studies on immigrant children:
A case study using photovoice
  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　　　Joe Takeda＊１　Hiroki Hara＊２
 
ABSTRACT
　As the number of immigrant children in Japan has increased, the number of studies on this 
population that have been conducted over the last 20 years has also increased. However, only a 
limited number of studies have focused on and discussed what research methods are suitable for 
this population in Japan. The purpose of this study is to discuss the effectiveness of participatory 
research using visual techniques with immigrant children. After brieﬂy discussing the social issues 
that these children face within Japanese society, this paper discusses the diﬃculties and risks of using 
conventional research methods with children, and then explores possible alternative research methods 
suitable for children. Research with immigrant children using Photovoice, a method of participatory 
research that makes use of photography, is introduced to discuss the eﬀectiveness and limits of using 
this technique in studies on immigrant children.
Key words: children, participatory research, immigrants
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